














































































































































































































仕事継続 34.9 29.5 23.0
再就職 44.0 57.5 63.7
退職 20.0 12.0 11.5






























家庭の経済状況 影響あり（N=263） 31.1% 61.3% 7.6% χ2=3.89
p=.14
自分の成績 影響あり（N=264） 30.2% 58.8% 11.1% χ2=.91
p=6.35
男の仕事は収入得,女の仕事は家庭 思う（N=255） 28.4% 57.4% 14.2% χ2=3.16
p=.21
母親から一生仕事を続けるように あてはまる（N=245） 42.3% 51.5% 6.2% χ2=15.7

























豊か （N=78） 26.9% 55.1% 17.9% χ2=8.12
ふつう （N=150） 30.7% 58.0% 11.3% p=.23
貧しい （N=40） 35.0% 62.5% 2.5%
わからない （N=4） 0.0% 75.0% 25.0%
仕事継続 再就職 退職
上 （N=91） 31.9% 51.6% 16.5% χ2=4.81
中 （N=88） 30.7% 62.5% 6.8% p=.28
下 （N=91） 27.5% 59.3% 13.2%
仕事継続 再就職 退職
あてはまらない（N=47） 44.7% 53.2% 2.1% χ2=8.27









































仕事継続（N=70） 74.3% 21.4% 4.3% χ2=150.3
再就職（N=135） 6.7% 85.2% 8.1% ***
退職（N=25） 20.0% 28.0% 52.0%
その他（N=36） 41.7% 50.0% 8.3%
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いた。女子学生の進路展望には母親が強く影響を与えているものの、年齢が上がるにつれて再
就職型が増加する傾向や様々な進学先がある中、短大を選択した要因については十分に明らか
にすることができなかった。高校時代の進路決定に与える要因をさらに検討することと、母親
以外の進路展望に与える要因について検討することが今後の課題である。
＜注＞
（１）1961〜70年代の拡大が、おもに私立女子短大の増設に起因し、小規模な大学において、従来通りの教養
型の教育が行われたことと関係している。女子がそこで身につける「知識」の内容は、従来と変わらなかっ
た（河野　2009）。
（２）1990年代以降女子の大学進学率が高まり、女子学生は社会科学と人文科学で増大し、家政学で減少した（河
野　2009）。
（３）この趨勢が続くとするならば教育アスピレーションや教育達成にみられたジェンダー・トラックは解消
の方向に向かうことが予測されるという（片瀬　2005）。
（４）大学と専門学校への進学率は上昇し、専門学校への進学は全体の４分の１に近づき、大学につぐ高校生
の進学先となった（塚原　2005）。専門学校は1975年の学校教育法の一部改正によって、「一条校」と称
する正規の学校体系の枠外にあった各種学校の一部から昇格した専修学校のうち、高等学校卒業程度の
者を対象とする課程である（陳　2003）。
（５）1994年には一定要件を満たす専門課程の修了者に限って「専門士」の称号が取得できるようになり、
1998年には学校教育法等の一部改正で専修学校卒業者の大学への編入も認められ、短大を卒業して得ら
れる「準学士」と制度上はほとんど差がないようになった。2005年には一定要件を満たす専門課程卒業
者に高度専門士の称号を付与し、大学院入学資格を認める制度が創設された。（長尾　2005，2008）。
（６）高校３年生を対象にした調査と同一高校生の卒業後２年目のパネル調査（長尾　2007）。
（７）簿記など汎用性の高い資格や教員免許・保育士などカリキュラム履修によって取得できるタイプの資格
が多く、専門学校は医療系、短大は教育系の領域を中心にしていること、短大では一般教養系の科目が
多く、主に一般事務職に就く労働力を排出してきた（長尾　2007，小方・金子　1997）。
　西田は進路多様校の高校生を対象とした５回のパネル調査結果から専門学校への進学希望者は独自の
「専門性」志向をもっていること、「職業的専門知識」形成カリキュラムをもたない普通科の高校生は
職業と結びつくような知識・技能を求めて専門学校に進学するのではないかと推論している（西田　
2009）。
（８）偏差値50（2012年Benesse偏差値区分参照）。創設100年の歴史があり、大学には家政学部と文学部を有し、
文学部にも保育士・幼稚園教諭免許を取得できる専攻がある。東海地域から学生は通学し、幼稚園教諭
免許２種と保育士資格が取得できる。調査は１年生と２年生に行い、合計275部（回収率91％）。
（９）中・高３年時の質問では仕事継続は「結婚せず仕事をずっと続ける」「結婚するが子どもを持たずに仕事
をずっと続ける」「結婚し子どもを持ち、仕事をずっと続ける」、再就職は「結婚や出産時に退職し、子
育て後に再び仕事を持つ」、退職は「仕事を持たない」である。学校卒業後の働き方に関する質問は、仕
事継続は「就職し、結婚して子どもを持つが、仕事も続ける」、再就職は「就職し、結婚・出産を機に退
職し、子育て後に再び仕事を持つ」退職は「就職し、結婚・出産を機に退職し、その後は仕事を持たない」
「就職するが結婚し、仕事をしない」である。
（10）ただし、進路展望と資格などとの関係の分析結果は有意ではなかった。
（11）学生たちに様々な進学先がある中で、短大進学を決定した理由をたずねると、「下に弟妹がいて経済的な
負担があるから２年間の短大を選んだ」や「他の進路も考えたが成績と得意な内容などを考え合わせて
この大学に進学した」などの意見をよく聞くため、経済要因と成績要因もある程度影響があるものと思
われる。
（12）市川（1995）によると、量的指標としてマーチン・トロウは学生数の増加、大学生の在学率の増大、個
別大学の規模をあげ、質的指標として学生一人当たりの経費単価や教員／学生比率などが考えられると
いう。
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